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新新ししいい議議会会ががススタターートト
−議会人事など決まる−議会人事など決まる−−

５月臨時会・６月定例会

小平の夏を彩る風物詩（小平ふるさと村、学園坂商店街）

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、
小
林
洋
子
議
員
を
選
任
す

る
議
案
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

小
平
市
監
査
委
員
に　

小
林　

洋
子　

議
員

　４月の一般選挙後、初の臨時会を
５月20日に開催し、議長・副議長を
初めとした議会人事を決定しまし
た。また、小平市監査委員の選任議
案など２件の市長提出議案を同意、
可決したほか１件の市長専決処分を
承認しました。また、議員提出議案
は、特別委員会の設置など４件を可
決しました。
　６月４日からは６月定例会を28
日までの会期で開催し、令和元年度
小平市一般会計補正予算（第１号）
など10件の市長提出議案を可決し
ました。
　また、６月５日、６日、７日には、
27人の議員が市政全般について59
件の一般質問を行いました。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
対
し
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
去
る
５
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
に
お

２０

い
て
選
任
さ
れ
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。
議
長
、
副
議
長
と
し
て
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運

営
に
し
っ
か
り
と
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
市
民
の
皆
様
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子

高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
初
め
、
災
害
対
策
、
環
境
問
題
、
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
重
要
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

市
議
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
生
活
の
向

上
と
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
平
市
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
に
よ
る
執
行
機

関
へ
の
政
策
提
言
の
実
施
な
ど
議
会
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
多
様
な
意
見
を
的
確

に
把
握
し
、
市
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
、
よ
り
開
か
れ

た
市
議
会
を
目
指
し
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副議長
津本　裕子

議　長
磯山　亮

就任に
あたって



令和元年（２０１９年）７月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２

　市の事務に関する調査及び議案・請願等の審査を行います。小平
市議会では条例により４つの常任委員会を設置しています。各委員
会の定数及び所管は次のとおりです。

　常任委員会とは別に、特定事件を調査及び審査するための委員会です。
各委員会の定数及び所管は次のとおりです。

特特特特特特特特特特特特特特特特 別別別別別別別別別別別別別別別別 委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員特別委員 会会会会会会会会会会会会会会会会会 ◎＝委員長　
○＝副委員長常常常常常常常常常常常常常常常常 任任任任任任任任任任任任任任任任 委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員 会会会会会会会会会会会会会会会会会 ◎＝委員長　

○＝副委員長

■総務委員会（７人）
　市の基本計画、広報、財政、財産
管理、個人情報保護、情報公開、契
約、職員給与、戸籍・住民記録、市
税、公金の出納、広聴、市民相談な
どに関する事項

 伊  藤 　 央 （４９）
い とう ひさし

②　一人会派の会
生文・公共施設

学園西町2崖28崖11崖210
緯042崖307崖9054

 小  野 　 高  一 （７１）
お の こう いち

③　政和会
総務（◎）・公共施設
小川町2崖1879崖4
緯042崖343崖8412

 川  里 　 富  美 （４０）
かわ さと ふ み

①　フォーラム小平
厚生・広聴広報・公共施設

（事）花小金井4崖33崖7崖203
緯（事）050崖3596崖7611

きせ　 恵  美  子 （５７）
え み こ

②　日本共産党小平市議団
環建（○）・議運
鈴木町2崖229

緯042崖478崖1133

 小  林 　 洋  子 （４６）
こ ばやし よう こ

③　フォーラム小平
環建・都市基盤（○）
鈴木町1崖248

緯042崖341崖5749

さとう　 悦  子 （５４）
えつ こ

②　生活者ネットワーク
環建・広聴広報（◎）・都市基盤
（事）学園西町2崖15崖2CB一橋学園
緯（事）042崖342崖4494

 鈴  木 　だいち（３６）
すず き

①　日本共産党小平市議団
厚生・広聴広報・都市基盤

上水本町4崖7崖9ヴェルドミール一橋502
緯070崖2166崖6260

 鈴  木 　 洋  一 （５９）
すず き よう いち

①　政和会
環建・議運（○）
（事）仲町165

緯（事）042崖343崖3098

 竹  井 　ようこ（５３）
たけ い

②　フォーラム小平
総務・議運

（事）美園町1崖1崖15
緯（事）042崖207崖1232

 津  本 　 裕  子 （５８）
つ もと ゆう こ

⑤　市議会公明党
副議長・総務（○）・都市基盤
花小金井南町1崖17崖11崖110
緯042崖464崖1126

 中  江 　 美  和 （３９）
なか え み わ

②　一人会派の会
環建（◎）・公共施設

学園東町1崖10崖16崖101
緯042崖315崖7475

 橋  本 　 孝  二 （５１）
はし もと こう じ

①　市議会公明党
厚生・広聴広報・公共施設
上水南町1崖5崖5
緯042崖326崖6526

 橋  本 　 久  雄 （６８）
はし もと ひさ お

⑥　一人会派の会
総務・議運

学園西町1崖22崖15サントピア並木1F
緯042崖348崖1127

 比  留  間 　 洋  一 （６２）
ひ る ま よう いち

①　政和会
生文（○）・都市基盤
花小金井3崖6崖14
緯042崖461崖3801

 福  室 　 英  俊 （２９）
ふく むろ ひで とし

①　政和会
厚生・広聴広報・公共施設
（事）上水新町2崖5崖26
緯（事）070崖2163崖2966

 細  谷 　 正 （４０）
ほそ や ただし

③　日本共産党小平市議団
総務・公共施設（◎）
小川西町5崖37崖6
緯042崖345崖0818

 松  岡 　あつし（３４）
まつ おか

②　政和会
総務・広聴広報・都市基盤（◎）
学園西町1崖16崖10崖204
緯042崖343崖7520

 水  口 　かずえ（５７）
みず ぐち

①　まちづくり市民こだいら
生文・都市基盤

（事）学園東町2－4－11ハウス井上101
緯（事）042崖313崖5108

 安  竹 　 洋  平 （４１）
やす たけ よう へい

①　一人会派の会
厚生・広聴広報（○）・都市基盤
花小金井7崖22崖10崖301
緯042崖497崖5238

 山  浦 　まゆみ（４４）
やま うら

①　生活者ネットワーク
生文・公共施設

（事）学園西町2崖15崖2CB一橋学園
緯（事）042崖342崖4494

 山  岸 　 真  知  子 （６０）
やま ぎし ま ち こ

④　市議会公明党
厚生（◎）・都市基盤
たかの台19崖7

緯042崖309崖5355

 山  﨑 　とも 子 （５１）
やま さき こ

②　生活者ネットワーク
厚生（○）・議運

（事）学園西町2崖15崖2CB一橋学園
緯（事）042崖342崖4494

 幸  田 　 昌  之 （５１）
ゆき た まさ ゆき

③　市議会公明党
環建・議運（◎）

学園西町1崖37崖4
緯042崖347崖7480

 吉  本 　ゆうすけ（３６）
よし もと

②　フォーラム小平
生文（◎）・都市基盤
小川西町5崖32崖17
緯042崖315崖9337

 山  田 　 大  輔 （４６）
やま だ だい すけ

①　政和会
生文・議運

学園東町496崖54
緯042崖345崖8862

 磯  山 　 亮 （３９）
いそ やま りょう

③　政和会
議長

花小金井南町1崖18崖39崖305
緯042崖452崖7631

◎幸田　昌之　　○鈴木　洋一
　 川　　浩　　　きせ恵美子
　竹井ようこ　　　橋本　久雄
　山﨑とも子　　　山田　大輔

議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員議会運営委員会会会会会会会会会会会会会会会会会
◎＝委員長　○＝副委員長

　議会運営に関する事項についての
調査及び議案・請願等の審査を行い
ます。

■都市基盤整備調査特別委員会
　（１０人）
　①駅前再開発の基本的事項の調査に
関すること②都市計画道路、鉄道の連
続立体交差化の基本的事項の調査に関
すること③都市計画公園整備の基本的
事項の調査に関すること

◎松岡あつし　　○小林　洋子
　さとう悦子　　　鈴木だいち
　津本　裕子　　　比留間洋一
　水口かずえ　　　安竹　洋平
　山岸真知子　　　吉本ゆうすけ

◎小野　高一　　○津本　裕子
　佐藤　　徹　　　竹井ようこ
　橋本　久雄　　　細谷　　正
　松岡あつし

■生活文教委員会（７人）
　防災、防犯、男女共同参画、地域
センター、産業振興、文化施策、ス
ポーツ振興、学校教育、生涯学習、
公民館、図書館などに関する事項

◎吉本ゆうすけ　○比留間洋一
　 川　　浩　　　伊藤　　央
　水口かずえ　　　山浦まゆみ
　山田　大輔

■公共施設マネジメント調査特別委員
会（９人）
　公共施設マネジメント推進計画の調
査に関すること

◎細谷　　正　　○佐藤　　徹
　伊藤　　央　　　小野　高一
　川里　富美　　　中江　美和
　橋本　孝二　　　福室　英俊
　山浦まゆみ

（8人）

■広聴広報特別委員会（８人）
　①議会報告会の企画及び聴取した意
見等の整理に関すること②議会報の編
集及び発行方法に関すること③議会ホ
ームページの充実に関すること④広聴
及び広報活動の基本的事項の調査に関
すること

◎さとう悦子　　○安竹　洋平
　 川　　浩　　　川里　富美
　鈴木だいち　　　橋本　孝二
　福室　英俊　　　松岡あつし

■厚生委員会（７人）
　子育て支援、保育、生活支援、高
齢者支援、介護保険、障害者支援、
健康施策、国民健康保険などに関す
る事項

◎山岸真知子　　○山﨑とも子
　川里　富美　　　鈴木だいち
　橋本　孝二　　　福室　英俊
　安竹　洋平

■環境建設委員会（７人　欠員１人）
　環境対策、ごみ・リサイクル、公
園・用水、下水道、都市計画、公共
交通、土地区画整理、道路、交通対
策などに関する事項

◎中江　美和　　○きせ恵美子
　小林　洋子　　　さとう悦子
　鈴木　洋一　　　幸田　昌之

 　   川 　 浩 （５８）
あぶ かわ ひろし

④　市議会公明党
生文・広聴広報・議運
美園町2崖3崖15崖103
緯042崖348崖0483

五十音順に左から右へ記載してあります。
＜委員会名の略称＞
総務＝総務委員会、生文＝生活文教委員会、厚生＝厚生委員会、
環建＝環境建設委員会
広聴広報＝広聴広報特別委員会、
都市基盤＝都市基盤整備調査特別委員会、
公共施設＝公共施設マネジメント調査特別委員会
議運＝議会運営委員会 （◎＝委員長、○＝副委員長）

 氏　名 （年齢は発行日現在）
ふ り が な

当選回数　会派名
常任委員会・特別委員会等
住　　所 
電話番号（事）は事務所

券
犬
鹸

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹新議員の紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
写　真

②　市議会公明党
総務・公共施設（○）
小川町1崖800崖36
緯042崖332崖5883

 佐  藤 　 徹 （６０）
さ とう とおる



令和元年（２０１９年）７月２８日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

可
決
、同
意
ま
た
は

承
認
し
た

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

◆
昭
和
病
院
企
業
団
議
会

　

佐
藤　
　

徹　
　

松
岡
あ
つ
し

◆
湖
南
衛
生
組
合
議
会

　

伊
藤　
　

央　
　

吉
本
ゆ
う
す
け

◆
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
議

会
　

き
せ
恵
美
子　
　

津
本　

裕
子

　

比
留
間
洋
一　
　

山
﨑
と
も
子

◆
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
・

東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
議
会

　

虻
川　
　

浩　
　

小
野　

高
一

◆
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
議

会
　

中
江　

美
和

◆
多
摩
六
都
科
学
館
組
合
議
会

　

鈴
木
だ
い
ち　
　

竹
井
よ
う
こ

  

○
＝
理
事　

■
東
京
都
三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協

議
会

　

磯
山　
　

亮

■
三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促

進
協
議
会

○
磯
山　
　

亮

　

山
浦
ま
ゆ
み
（
第
１
委
員
会
）

　

安
竹　

洋
平
（
第
２
委
員
会
）

　

福
室　

英
俊
（
第
３
委
員
会
）

■
三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々
線
促

進
協
議
会

○
磯
山　
　

亮　
　

竹
井
よ
う
こ

■
多
摩
川
流
域
下
水
道
促
進
協
議
会

　

磯
山　
　

亮

■
野
火
止
用
水
保
全
対
策
協
議
会

　

佐
藤　
　

徹　
　

鈴
木　

洋
一

　

細
谷　
　

正

■
東
京
河
川
改
修
促
進
連
盟

協
議
会
等
理
事
及
び
委

協
議
会
等
理
事
及
び
委
員員

○
磯
山　
　

亮

■
多
摩
地
域
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
建

設
促
進
協
議
会

○
磯
山　
　

亮　
　

竹
井
よ
う
こ

■
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議

会
審
議
会

　

山
田　

大
輔　
　

幸
田　

昌
之

■
東
京
都
市
公
平
委
員
会
関
係
団
体

協
議
会

　

磯
山　
　

亮

 
■
都
市
計
画
審
議
会

　

さ
と
う
悦
子　
　

鈴
木　

洋
一

　

橋
本　

久
雄　
　

山
田　

大
輔

　

幸
田　

昌
之

■
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

川
里　

富
美　
　

き
せ
恵
美
子

　

橋
本　

孝
二　
　

福
室　

英
俊

■
土
地
開
発
公
社
評
議
員
会

　

小
野　

高
一　
　

中
江　

美
和

　

小
林　

洋
子　
　

松
岡
あ
つ
し

　

安
竹　

洋
平　
　

山
岸
真
知
子

　

山
﨑
と
も
子

■
公
益
財
団
法
人
小
平
市
文
化
振
興

財
団
評
議
員
会

　

吉
本
ゆ
う
す
け

市
長
附
属
機
関
等
委

市
長
附
属
機
関
等
委
員員

　

本
補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
編
成

後
に
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
に
関
す
る
経
費
等
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、
総
務
費

で
は
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
が
居
住

６５

す
る
世
帯
に
貸
与
す
る
自
動
通
話
録

音
機
を
購
入
し
ま
す
。
民
生
費
で
は
、

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対

す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金
の
支
給
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
衛
生
費
で
は
、

風
疹
の
追
加
的
対
策
を
行
い
ま
す
。

土
木
費
で
は
、
上
水
新
町
地
域
セ
ン

タ
ー
南
側
の
保
存
樹
林
の
一
部
を
特

別
緑
地
保
全
地
区
と
し
て
購
入
す
る

た
め
都
市
計
画
決
定
に
必
要
な
経
費

を
計
上
し
ま
す
。
消
防
費
で
は
、
消

防
団
第
六
分
団
の
故
障
し
た
可
搬
消

防
ポ
ン
プ
を
購
入
し
ま
す
。
教
育
費

で
は
、
都
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
学

校
連
携
事
業
の
実
施
校
に
２
校
が
指

定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
芸
術
・
文

化
の
鑑
賞
や
体
験
の
取
り
組
み
に
必

要
な
経
費
な
ど
を
計
上
し
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
百　

万
１
千
円
増

９９

額
し
、
総
額
を
６
百　

億
４
千
８
百

６５

　

万
１
千
円
と
し
ま
す
。

９９
 　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正
に

伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
元
年　

月
に
予
定

１０

さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
い
、
介
護
保
険
法
施
行
令
に
つ
い

て
、
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険

料
の
軽
減
を
強
化
す
る
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
介
護
保
険
条
例

に
つ
い
て
も
保
険
料
額
を
減
額
す
る

と
と
も
に
対
象
者
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
に

つ
い
て
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更

新
研
修
に
関
す
る
経
過
措
置
に
係
る

文
言
の
改
正
が
行
わ
れ
た
た
め
、
介

護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
公
布
の
日
で
す
。

介
護
保
険
条
例
等

介
護
保
険
条
例
等
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

今後の市議会の日程（予定今後の市議会の日程（予定））
開会時刻：原則として午前９時　場所：市役所７階
傍聴される方は、議会事務局へお越しください。

議 案 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

そ
の
他
の
議
会
人

そ
の
他
の
議
会
人
事事

全会一致で議決した議案（※議長は表決に加わりません。）
議決結果件名議案番号議決結果件名議案番号区分

原案可決小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例第２１号原案可決令和元年度小平市一般会計補正予算（第１号）第１６号

市長提出議案

原案可決小平市下水道条例の一部を改正する条例第２２号原案可決小平市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正す
る条例第１７号

原案可決花小金井駅南及び花小金井駅東有料自転車駐車場ゲー
トシステムの買入れについて第２３号原案可決小平市税条例等の一部を改正する条例第１８号

原案可決小平市立花小金井南中学校地域開放型体育館改築工事
（建築工事）請負契約の締結について第２４号原案可決小平市介護保険条例等の一部を改正する条例第１９号

原案可決小平市立花小金井南中学校地域開放型体育館改築工事
（電気設備工事）請負契約の締結について第２５号原案可決小平市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正

する条例第２０号

６月定例会

５月臨時会
会派名略称
（　）内は各会派の議員数

政和：政和会（７）　 　公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（４）　 　一人：一人会派の会（４）　 　共産：日本共産党小平市議団（３）
生ネ：生活者ネットワーク（３）　 　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）

市民生ネ共産一人フォ公明政和

水
口
か
ず
え

山
浦
ま
ゆ
み

山
﨑
と
も
子

さ
と
う
悦
子

鈴
木
だ
い
ち

き
せ
恵
美
子

細
谷　
　

正

安
竹　

洋
平

橋
本　

久
雄

中
江　

美
和

伊
藤　
　

央

吉
本
ゆ
う
す
け

川
里　

富
美

竹
井
よ
う
こ

小
林　

洋
子

幸
田　

昌
之

橋
本　

孝
二

佐
藤　
　

徹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

山
田　

大
輔

福
室　

英
俊

比
留
間
洋
一

鈴
木　

洋
一

 
磯 
山　
　

亮

※松
岡
あ
つ
し

小
野　

高
一
全会一致で議決した議案（※議長は表決に加わりません。）

議決結果件名議案番号議決結果件名議案番号区分

原案可決都市基盤整備調査特別委員会の設置について第３号原案可決小平市議会委員会条例の一部を改正する条例制定につ
いて第１号

議員提出議案
原案可決公共施設マネジメント調査特別委員会の設置について第４号原案可決広聴広報特別委員会の設置について第２号

原案可決小平市税条例の一部を改正する条例第１５号承　　認専決処分（小平市国民健康保険条例の一部を改正する
条例）の承認を求めることについて第１３号

市長提出議案
同　　意小平市監査委員の選任につき同意を求めることについ

て第１４号

一
部
事
務
組
合
議

一
部
事
務
組
合
議
会会

令
和
元
年
度
一
般
会

令
和
元
年
度
一
般
会
計計

補
正
予
算
（
第
１

補
正
予
算
（
第
１
号号
））

日
程
、
開
会
時
刻
は
変
更
や
追
加
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８月４日（日）市民と議会の意見交換会（※１）
８月１９日（月）総務委員会
８月２０日（火）生活文教委員会（※２）
 請願・陳情締め切り（午前中）
８月２１日（水）厚生委員会（※２）
８月２２日（木）環境建設委員会（※２）
８月２９日（木）議会運営委員会（※３）
９月３日（火）９月定例会本会議（初日）
９月４日（水）９月定例会本会議（一般質問）
９月５日（木）９月定例会本会議（一般質問）
９月６日（金）９月定例会本会議（一般質問）
９月１０日（火）総務委員会
９月１１日（水）生活文教委員会
９月１２日（木）厚生委員会
９月１３日（金）環境建設委員会
 請願・陳情締め切り（午前中）
９月１７日（火）広聴広報特別委員会
９月１８日（水）都市基盤整備調査特別委員会
９月１９日（木）公共施設マネジメント調査特別委員会
９月２５日（水）議会運営委員会（※３）
９月３０日（月）９月定例会本会議（最終日）
 広聴広報特別委員会（※３）
１０月１５日（火）決算特別委員会（一般会計）
１０月１６日（水）決算特別委員会（一般会計）
１０月１７日（木）決算特別委員会（一般会計）
１０月１８日（金）決算特別委員会（特別会計）
１０月２１日（月）広聴広報特別委員会
（※１）時間、場所等は８面をごらんください。
（※２）当日は現地視察を予定しており、委員会室での議案や請願

などの審査または調査はありません。
（※３）開始時間については、議会事務局にお問い合わせください。



一般質問

令和元年（２０１９年）７月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttp://smart.discussvision.net/smart/tenant/kodaira/WebView/rd/council.html

　議員が市政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況
及び将来に対する方針等について質問することをいいます。
　一般質問（要旨）につきましては、議員ごとにまとめた
ものを掲載しております。
　これまでの会議録は、小平市議会ホームページで、閲覧・
検索ができます。動画もご覧になれます。

一般質問とは

一般質問 要旨
市政を問市政を問うう

 
質
問　

臼
都
指
定
の
地
域
連
携
型
指

定
校
が
花
小
金
井
小
学
校
に
決
定
さ

れ
た
経
緯
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
。

　

渦
指
定
校
の
具
体
的
な
取
り
組
み

成
果
を
他
校
に
普
及
等
す
る
方
法
は
。

　

嘘
都
の
助
成
事
業
以
外
で
指
定
校

等
に
市
と
し
て
助
成
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

臼
同
校
か
ら
希
望
が
あ
り
、

推
薦
し
た
結
果
、
平
成　

年
４
月
に

３１

決
定
さ
れ
た
。
地
域
に
根
差
し
た
人

を
講
師
に
招
き
茶
道
教
室
な
ど
児
童

が
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
等
に
理
解
を
深

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
る
。

　

渦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
な
ど
で
、

他
校
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

令
和
元
年
度
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

学
校
連
携
事
業
の
成
果
を
普
及
す
べ
き

　

嘘
市
独
自
の
助
成
は
な
い
。

 
質
問　

臼
地
域
猫
活
動
を
よ
り
推
進

す
る
に
は
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
行
政
の
役
割
分
担
が
必
要

だ
が
、
現
在
と
今
後
の
市
の
役
割
は
。

　

渦
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
犬
・
猫

の
譲
渡
会
の
開
催
支
援
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
飼
い
主
に
適
正
な
飼
い
方

を
周
知
す
る
ほ
か
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
を
ふ
や
さ
な
い
よ
う
不
妊
・
去

勢
手
術
費
補
助
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
各
地
域
猫
活
動
団
体
で
譲
渡
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
た
め
支
援
は
考

え
て
い
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
市
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
周
知
に
努
め
て
い
く
。

動
物
愛
護
の
地
域
猫
活
動
の

支
援
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き

橋
本
孝
二
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

令
和
元
年
度
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
学
校

連
携
事
業
／
地
域
猫
活
動
の
支
援

 
質
問　

臼
バ
ス
停
周
辺
の
自
転
車
駐

車
場
の
設
置
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

渦
小
川
町
一
丁
目
地
域
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
の
開
放
や
大
学
と
バ
ス
事
業

者
と
の
連
携
で
自
転
車
駐
車
場
設
置

を
行
い
、
バ
ス
停
周
辺
の
交
通
環
境

の
整
備
を
行
う
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
バ
ス
利
用
者
は
主
に
徒
歩

で
バ
ス
停
へ
行
く
た
め
自
転
車
の
著

し
い
駐
車
需
要
が
見
込
ま
れ
な
い
こ

と
か
ら
現
状
整
備
す
る
考
え
は
な
い
。

　

渦
施
設
利
用
者
以
外
へ
の
開
放
は

困
難
と
認
識
し
て
い
る
。
バ
ス
停
利

用
者
に
配
慮
し
た
設
置
の
要
望
は
、

周
囲
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
今
後

武
蔵
野
美
術
大
学
バ
ス
停
周
辺
の

交
通
環
境
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ

機
会
を
捉
え
事
業
者
に
伝
え
て
い
く
。

 
質
問　

臼
利
用
団
体
と
の
意
見
交
換

を
全
体
の
設
計
前
に
十
分
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
今
後
の
計
画
は
。

　

渦
先
進
自
治
体
の
研
究
は
施
設
全

体
の
費
用
と
効
果
を
含
め
た
総
合
的

な
視
点
か
ら
行
う
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
利
用
団
体
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
体
育
協
会
加
盟
団
体
等

の
要
望
を
整
理
し
、
競
技
特
性
を
加

味
し
た
整
備
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
よ
り
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
や
効
率
的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理

が
で
き
る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
費

用
と
効
果
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
生
化
の

今

後

の

計

画

を

問

う

佐
藤　

徹
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

武
蔵
野
美
大
バ
ス
停
周
辺
の
整
備
／

小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
生
化

 
質
問　

臼
全
保
育
園
の
移
動
コ
ー
ス

の
交
通
安
全
点
検
が
必
要
で
は
。

　

渦
こ
の
３
年
間
で
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

数
と
返
納
を
促
す
た
め
の
対
策
は
。

市
長　

臼
保
育
施
設
か
ら
の
情
報
を

も
と
に
散
歩
経
路
や
周
辺
の
危
険
箇

所
を
把
握
し
、
交
通
管
理
者
等
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
小
平
警
察
署
か
ら
は
市
民
に
限

ら
な
い
が
毎
年　

人
を
超
え
る
人
が

３００

返
納
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
市
報
等
で
自
主
返
納
の
啓
発
を

し
て
き
た
が
今
後
も
関
係
団
体
と
連

携
し
制
度
の
普
及
等
に
努
め
て
い
く
。

市

民

を

守

る

た

め

の

交
通
安
全
対
策
を
進
め
よ
う

 
質
問　

臼
隣
接
７
市
の
家
庭
ご
み
指

定
収
集
袋
の
１
㍑
当
た
り
の
価
格
は
。

　

渦
資
源
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
無
料
化
の
今
後
は
。

市
長　

臼
燃
や
す
ご
み
及
び
燃
や
さ

な
い
ご
み
は
西
東
京
市
が
１
・
５
円
、

東
村
山
市
が
１
・
８
円
、
小
金
井
市
、

国
分
寺
市
、
立
川
市
、
東
大
和
市
、

東
久
留
米
市
が
小
平
市
同
様
２
円
。

　

渦
容
器
包
装
の
発
生
抑
制
等
が
進

み
、
定
着
後
に
は
検
証
し
手
数
料
額

見
直
し
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
一

橋
学
園
駅
周
辺
の
開
発
を
す
べ
き

家
庭
ご
み
有
料
化
、
戸
別
収
集
の

実
施
か
ら
見
え
た
課
題
に
つ
い
て

幸
田
昌
之
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

交
通
安
全
対
策
を
進
め
よ
う
／

家
庭
ご
み
有
料
化
、戸
別
収
集
の
課
題

 
質
問　

臼
青
梅
街
道
駅
南
側
踏
切
の

歩
道
部
分
拡
張
に
よ
る
交
通
危
険
箇

所
の
解
消
は
。

　

渦
新
小
平
駅
南
側
山
王
通
り
交
差

点
西
側
へ
の
横
断
歩
道
設
置
は
。

　

嘘
小
川
町
一
丁
目
西
武
国
分
寺
線

西
側
の
青
梅
街
道
と
小
川
駅
通
り
交

差
点
へ
の
信
号
機
の
設
置
は
。

　

唄
保
育
園
児
等
の
園
外
活
動
及
び

移
動
時
の
交
通
安
全
対
策
は
。

市
長　

臼
都
で
は
、
引
き
続
き
、
鉄

道
事
業
者
に
駅
舎
の
建
て
か
え
の
機

会
を
捉
え
、
必
要
な
場
所
を
確
保
し

遮
断
機
を
移
設
す
る
な
ど
の
協
力
を

求
め
、
踏
切
道
の
拡
幅
に
努
め
て
い

青
梅
街
道
周
辺
及
び
保
育
園
の
園
外

活
動
等
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

渦
警
察
署
か
ら
は
、
設
置
場
所
の

状
況
や
形
状
を
勘
案
し
て
設
置
し
て

お
り
、
こ
の
交
差
点
内
の
北
側
に
は

駐
車
場
の
出
入
り
口
が
あ
る
た
め
設

置
が
困
難
と
聞
い
て
い
る
。

　

嘘
警
察
署
か
ら
は
、
踏
切
か
ら
直

近
に
あ
り
設
置
し
た
場
合
、
信
号
の

変
わ
り
目
に
無
理
に
渡
る
車
両
が
ふ

え
る
な
ど
交
通
安
全
上
困
難
で
あ
り
、

設
置
予
定
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

唄
現
在
、
警
視
庁
か
ら
の
協
力
依

頼
を
受
け
、
市
内
保
育
施
設
に
対
し
、

散
歩
の
経
路
及
び
経
路
上
や
施
設
の

周
辺
の
危
険
箇
所
に
関
す
る
情
報
提

供
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
交
通
管
理
者
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

小
野
高
一
議
員
（
政
和
会
）

青
梅
街
道
周
辺
及
び
保
育
園
の
園
外

活
動
等
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

新小平駅南側の青梅街道と山王通りの交差点西側部分
 

質
問　

臼
改
元
に
当
た
り
婚
姻
届
を

提
出
す
る
人
に
特
別
な
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
た
り
、
庁
舎
に
記
帳
所
を
設

け
る
な
ど
し
た
自
治
体
も
多
い
が
、

小
平
市
で
実
施
し
た
こ
と
は
。

　

渦
小
・
中
学
生
に
対
し
新
元
号
や

元
号
そ
の
も
の
の
意
義
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
は
あ
っ
た
か
。

　

嘘
小
学
校
で
は
何
年
生
で
国
歌
に

つ
い
て
指
導
し
て
い
る
か
。

　

唄
改
元
を
機
に
天
皇
や
皇
室
に
興

味
を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
も
少
な
く

な
い
と
考
え
る
が
、
天
皇
や
皇
室
へ

の
理
解
を
深
め
る
授
業
を
行
っ
た
か
。

市
長　

臼
夜
間
休
日
受
付
窓
口
で
警

国
際
人
に
な
る
た
め
に

立
派
な
日
本
人
に
な
ろ
う

備
員
の
増
員
、
婚
姻
の
届
け
出
に
来

た
人
の
記
念
に
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド

や
令
和
を
表
示
し
た
手
持
ち
ボ
ー
ド

等
を
用
意
す
る
な
ど
し
た
。

教
育
長　

渦
校
長
講
話
、
学
校
便
り

等
を
通
し
て
全
校
で
行
っ
て
い
る
。

　

嘘
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
全
学

年
で
歌
え
る
よ
う
指
導
等
し
て
い
る
。

　

唄
国
の
通
知
に
基
づ
き
祝
意
を
表

す
る
意
義
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

今
後
も
日
本
国
及
び
日
本
国
民
統
合

の
象
徴
と
し
て
の
天
皇
の
地
位
と
国

事
に
関
す
る
行
為
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
指
導
を
行
う
よ
う
指
導
す
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
家
庭
ご
み
有
料
化
、
戸
別
収
集
実

施
へ
の
市
民
の
反
応
と
市
の
対
応
に

つ
い
て

伊
藤　

央
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

国
際
人
に
な
る
た
め
に

立
派
な
日
本
人
に
な
ろ
う

 
質
問　

臼
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

の
内
容
は
。

　

渦
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な
い
ご

み
の
料
金
設
定
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

臼
分
別
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
が
最
も
多
い
。
ま
た
、
戸
別
収
集

の
排
出
場
所
、
不
法
投
棄
、
集
積
所

跡
地
等
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
、

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

渦
指
定
収
集
袋
の
手
数
料
設
定
は
、

減
量
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
市
民

が
受
容
で
き
る
額
で
あ
る
こ
と
、
近

隣
市
の
手
数
料
と
均
衡
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
設
定
し
て
お

り
、
妥
当
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

家
庭
ご
み
有
料
化
、戸
別
収
集
に
つ
い
て

市
民
の
声
を
生
か
す
た
め
に

 
質
問　

臼
園
外
活
動
実
施
の
実
態
は
。

　

渦
道
路
管
理
者
や
警
察
と
危
険
箇

所
の
合
同
点
検
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
多
く
の
施
設
は
、
週
に
１

回
か
ら
３
回
程
度
公
園
等
へ
散
歩
に

行
っ
て
お
り
、
遠
足
等
に
つ
い
て
も
、

年
に
１
回
か
ら
３
回
程
度
実
施
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
警
視
庁
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、
保
育
施
設
に
対
し
、
散
歩
で

使
用
す
る
経
路
及
び
散
歩
の
経
路
上

や
施
設
周
辺
の
危
険
箇
所
に
関
す
る

情
報
提
供
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
交
通
管
理
者
及
び
道

路
管
理
者
と
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

保
育
園
の
園
外
活
動
の

安

全

対

策

に

つ

い

て

き
せ
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

家
庭
ご
み
有
料
化
、
戸
別
収
集
／

保
育
園
の
園
外
活
動
の
安
全
対
策



一般質問

令和元年（２０１９年）７月２８日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
 

質
問　

臼
団
員
定
数
の
人
口
に
対
す

る
割
合
は
少
な
い
と
思
う
が
見
解
は
。

　

渦
女
性
団
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
。

　

嘘
大
震
災
に
備
え
て
、
機
能
別
消

防
団
員
の
採
用
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　

唄
消
防
団
の
訓
練
は
、
土
の
公
園

や
市
役
所
駐
車
場
等
で
行
っ
て
い
る
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
ホ
ー
ス
を
伸
ば
せ

る
場
所
の
確
保
を
望
む
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
定
数
を　

人
と
し
た
経
緯

１５０

は
、
９
個
分
団
全
て
に
消
防
ポ
ン
プ

車
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

定
員
を
１
分
団　

人
と
し
、
そ
れ
に

１６

本
部
要
員
等
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
団
員
の
確
保
が
、
よ
り
困
難

小
平
市
消
防
団
員
定
数
の
増
員

及
び
訓
練
場
所
の
確
保
を

な
状
況
だ
が
、
今
後
も
定
員
を
満
た

せ
る
よ
う
団
員
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
活
動
内
容
の
多
様
化
等
に
向
け
、

活
躍
が
期
待
で
き
る
。
現
在
、
消
防

団
本
部
会
議
で
、
議
題
に
取
り
上
げ
、

採
用
方
法
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　

嘘
不
足
す
る
団
員
の
補
完
と
、
大

規
模
災
害
等
で
の
避
難
誘
導
な
ど
消

防
職
員
等
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

場
合
に
、
支
援
す
る
人
材
確
保
が
期

待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
会
の
小
平
市
九
防
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

唄
現
在
は
確
保
で
き
て
い
な
い
が
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
は
、
訓
練
場

所
等
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
喫
緊

の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

鈴
木
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

小
平
市
消
防
団
員
定
数
の
増
員

及
び
訓
練
場
所
の
確
保
を

 
質
問　

臼
直
近
の
待
機
者
数
は
。

　

渦
現
在
建
設
中
の
特
養
ホ
ー
ム
の

数
と
、
そ
れ
に
よ
り
待
機
者
を
ど
れ

だ
け
解
消
で
き
る
か
。

　

嘘
特
養
ホ
ー
ム
に
要
介
護
３
未
満

で
入
所
し
た
人
数
は
。

市
長　

臼
平
成　
年
６
月
末
で　
人
。

３０

３４４

　

渦
元
年
７
月
に
小
川
町
一
丁
目
に

１
施
設
が
開
設
さ
れ
る
ほ
か
２
か
所

で
建
設
工
事
が
、
も
う
１
か
所
で
都

と
の
補
助
協
議
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
７
年
度
末
ま
で
に
約　

人
３００

分
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

嘘
平
成　

年
度
の
入
所
者
は
７
人

３０

で
あ
る
。

小
平
市
に
お
け
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
小
・
中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
化
し
た
場
合
の
予
算
額
は
。

　

渦
消
費
税　

％
へ
の
増
税
に
よ
る

１０

給
食
費
値
上
げ
の
可
能
性
は
。

　

嘘
食
材
費
の
高
騰
に
よ
り
給
食
の

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
高
騰

分
を
補
助
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
年
間
で
お
お
む
ね
５
億

７
千
万
円
で
あ
る
。

　

渦
値
上
げ
は
実
施
し
な
い
。

　

嘘
ま
ず
は
献
立
や
食
材
購
入
の
工

夫
の
中
で
対
応
を
図
っ
て
い
く
。
給

食
費
は
食
材
等
の
価
格
上
昇
を
受
け

定
期
的
に
改
定
し
て
お
り
、
今
後
も

必
要
に
応
じ
改
定
を
検
討
し
て
い
く
。

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

学
校
給
食
の
無
償
化
を

鈴
木
だ
い
ち
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
／
子
ど
も

の
貧
困
対
策
と
学
校
給
食
無
償
化
を

 
質
問　

臼（
仮
称
）第
二
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
の
際
、

第
一
期
か
ら
の
見
直
し
で
は
、
地
域

の 
量 
の
見
込
み
を
加
味
す
べ
き
事
業

※
１

を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
。

　

渦
子
ど
も
広
場
・
子
育
て
ふ
れ
あ

い
広
場
は
、
小
学
校
区
に
１
か
所
は

必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
内
閣
府
が
提
示
し
た
考
え

方
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度
実
施
の

３０

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
調
査
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事

業
量
の
見
込
み
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
現
行　

か
所
の
利
用
実
績
や
ニ

２６

ー
ズ
調
査
の
結
果
等
を
総
合
的
に
勘

子

育

て

支

援

の

地
域
間
格
差
を
な
く
そ
う

案
し
第
二
期
計
画
で
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
介
護
保
険
タ
ク
シ
ー
の
周

知
に
つ
い
て
課
題
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　

渦
事
業
所
の
新
規
参
入
を
可
能
に

し
、
利
用
し
や
す
い
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
利
用
で
き
る
人
は
要
介
護

１
以
上
で
、
原
則
、
家
族
が
同
乗
で

き
な
い
な
ど
制
度
上
の
制
約
が
あ
り
、

理
解
が
難
し
い
部
分
が
あ
る
こ
と
が
、

周
知
の
上
で
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
協
定
締
結
事
業
者
数
は
、
平
成

　

年
度
末
が　

、
令
和
元
年
５
月
末

１８

２３

が　

で
着
実
に
ふ
や
し
て
き
た
。
今

４２
後
も
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

介
護
保
険
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

移
動
支
援
を
利
用
し
や
す
く

津
本
裕
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

子
育
て
支
援
の
地
域
間
格
差
を

な
く
そ
う
／
移
動
支
援
を
利
用
し
や
す
く

 
質
問　

臼
宮
古
市
が
子
ど
も
１
人
目

か
ら　

歳
以
下
の
子
ど
も
の
均
等
割

１８

を
減
免
し
た
こ
と
へ
の
認
識
は
。

　

渦
一
般
会
計 
繰 
出
金
は
被
保
険
者

※
２

負
担
軽
減
の
た
め
堅
持
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支

援
が
目
的
と
聞
い
て
い
る
。
都
道
府

県
と
一
体
で
保
険
者
の
事
務
を
行
う

都
道
府
県
化
の
制
度
改
革
の
趣
旨
に

沿
い
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

渦
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
法
定
外
繰

入
金
の
段
階
的
解
消
等
を
国
、
都
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
赤
字
削
減・

解
消
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
減
免
で

子
育
て
世
帯
に
安
心
の
制
度
を

 
質
問　

臼
先
進
事
例
の
研
究
状
況
は
。

　

渦
家
庭
ご
み
戸
別
収
集
の
業
務
委

託
に
係
る
契
約
時
の
労
働
単
価
や
業

務
量
を
ど
の
よ
う
に
積
算
し
た
か
。

市
長　

臼
こ
れ
ま
で
３
市
の
視
察
を

行
い
、
直
近
で
は
日
野
市
で
条
例
制

定
ま
で
の
経
緯
等
を
聞
い
て
き
た
。

今
後
も
視
察
に
よ
る
情
報
収
集
や
課

題
の
抽
出
な
ど
研
究
を
続
け
て
い
く
。

　

渦
近
隣
同
規
模
の
先
行
市
に
お
け

る
業
務
委
託
料
の
ほ
か
事
業
者
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
参
考
に
積
算
し
た
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
農
家
支
援
と
自
然
災
害
の
場
合
に

お
け
る
救
済
対
策
に
つ
い
て

公

契

約

条

例

制

定

の

自

治

体

に

学

ぼ

う

細
谷　

正
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

国
保
税
の
均
等
割
減
免
で
安
心
を
／

公
契
約
条
例
制
定
の
自
治
体
に
学
ぶ

 
質
問　

臼
多
世
代
交
流
の
場
の
現
状

で
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　

渦
中
央
公
民
館
周
辺
エ
リ
ア
の
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
中

で
、
交
流
の
場
を
整
備
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
た
い
よ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
で
障
害
者
と
子
ど
も
や
高
齢
者
を

含
む
市
民
と
の
交
流
の
場
づ
く
り
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
課
題
は
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
に
お
け
る
新
た
な
担
い
手
の

確
保
、
育
成
が
困
難
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
新
た
に
整
備
す
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
も

活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど

多
世
代
交
流
の
場
等
を
設
置
す
べ
き

 
質
問　

臼
現
時
点
で
の
事
業
計
画
は
。

　

渦
基
金
の
積
み
立
て
に
伴
う
具
体

的
な
気
運
醸
成
の
成
果
は
。

市
長　

臼
児
童
・
生
徒
の
会
場
で
の

観
戦
の
ほ
か
、
会
場
に
行
け
な
い
子

ど
も
た
ち
に
も
体
感
し
て
も
ら
う
た

め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ
ト
の

実
施
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
大
会
の
感
動
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
育
み
た
い
と
い
う
基
金

の
趣
旨
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
伝
え

た
こ
と
で
、
東
京　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

２０２０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
平
市
民
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
る
な
ど
大
会
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

子
ど
も
夢
・
未
来
基
金
に
つ
い
て

中
江
美
和
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

多
世
代
交
流
の
場
の
設
置
／

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
基
金
の
事
業
計
画
を
示
せ

 
質
問　

シ
ス
テ
ム
の
普
及
状
況
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長　

技
能
者
の
資
格
、
現
場
の
就

業
履
歴
等
を
業
界
横
断
的
に
登
録
、

蓄
積
す
る
仕
組
み
で
、
シ
ス
テ
ム
活

用
に
よ
り
技
能
者
が
能
力
や
経
験
に

応
じ
た
処
遇
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を

整
備
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
建
設
業

の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
本
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。
今
後
、
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
技
能
者
の
処
遇

改
善
、
個
々
の
能
力
の
研
さ
ん
及
び

事
業
者
の
現
場
管
理
の
効
率
化
が
図

ら
れ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
を

 
質
問　

臼
狭
山
・
境
緑
道
と
東
た
か

の
道
と
の
交
差
点
は
、
通
学
中
の
児

童
の
安
全
確
保
が
必
要
だ
が
対
策
は
。

　

渦
南
口
エ
リ
ア
に
自
転
車
駐
車
場

が
少
な
い
が
対
策
は
。

教
育
長　

臼
関
係
者
で
点
検
を
行
い
、

車
ど
め
の
位
置
を
調
整
す
る
よ
う
都

に
要
望
し
対
応
し
て
も
ら
う
等
し
た
。

市
長　

渦
全
体
の
収
容
数
は
お
お
む

ね
充
足
し
て
い
る
。
効
果
的
な
市
営

自
転
車
駐
車
場
運
営
に
努
め
な
が
ら

民
営
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を
促
す
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
状
況
及
び
活
用
に
つ
い
て

花
小
金
井
駅
南
エ
リ
ア
の

交

通

対

策

に

つ

い

て

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
／

花
小
金
井
駅
南
エ
リ
ア
の
交
通
対
策

 
質
問　

臼
小
川
駅
西
口
の
再
開
発
に

つ
い
て
近
隣
住
民
等
に
進
捗
状
況
の

説
明
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
か
。

　

渦
小
川
西
町
三
丁
目
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
地
域
懇
談
会
に
つ
い
て
、
住

民
の
理
解
、
参
加
の
拡
大
方
法
は
。

市
長　

臼
都
市
計
画
決
定
に
至
る
過

程
で
、
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
意
見
交

換
会
や
パ
ネ
ル
展
示
等
を
実
施
し
て

い
る
。
都
市
計
画
決
定
後
も
、
小
川

駅
の
東
西
自
由
通
路
で
ポ
ス
タ
ー
掲

示
等
を
行
い
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
懇
談
会
の
開
催
と
ま
ち
づ
く
り

ニ
ュ
ー
ス
発
行
で
、
開
催
状
況
等
の

周
知
と
啓
発
を
図
る
な
ど
し
て
、
よ

小
川
駅
周
辺
と
小
川
西
町
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

り
多
く
の
住
民
参
加
を
促
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
動
物
病
院
や
関
連
事
業
者

と
の
連
携
で
行
う
取
り
組
み
は
。

　

渦
人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

市
長　

臼
動
物
取
扱
業
者
と
連
携
し
、

飼
い
犬
登
録
の
徹
底
等
に
努
め
て
い

る
ほ
か
、
狂
犬
病
予
防
の
注
射
済
み

票
交
付
手
続
を
動
物
病
院
で
行
え
る

よ
う
獣
医
師
会
等
と
契
約
し
て
い
る
。

　

渦
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
飼

い
主
や
自
治
体
等
の
役
割
分
担
が
整

理
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
飼
い
主
に

平
常
時
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
啓
発

し
て
お
り
今
後
も
働
き
か
け
て
い
く
。

人

と

ペ

ッ

ト

の

災

害

対

策

に

つ

い

て

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

小
川
駅
周
辺
等
の
ま
ち
づ
く
り
／

人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

滑
小
川
駅
西
口
の
再
開
発
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー

　
（
小
川
駅
東
西
自
由
通
路
）

葛
小
川
駅
西
口
の
再
開
発
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

　
（
小
川
西
町
公
民
館
）



一般質問

令和元年（２０１９年）７月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

質
問　

臼
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
に
つ
い
て
、
市
施
行
区
間
の

１９土
地
買
収
の
今
後
の
方
針
は
。

　

渦
小
平
第
１
号
踏
切
を
立
体
化
対

象
と
し
て
踏
切
対
策
基
本
方
針
に
加

え
る
べ
き
だ
が
、
交
差
す
る
都
道　
２２７

号
線
拡
幅
整
備
を
含
め
、
見
解
は
。

市
長　

臼
計
画
的
取
得
を
目
指
す
が
、

所
有
者
の
突
発
的
買
い
取
り
要
望
等

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ

て
土
地
開
発
公
社
も
活
用
し
な
が
ら
、

着
実
な
事
業
推
進
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
道
路
管
理
者
の
都
や
鉄
道
事
業

者
等
が
安
全
対
策
を
行
い
改
善
に
努

め
て
い
る
。
拡
幅
計
画
等
は
な
い
が
、

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
と

１９

西
武
線
立
体
交
差
化
等
の
展
望
は

道
路
管
理
者
の
動
向
等
に
注
視
し
効

果
的
な
踏
切
対
策
を
要
望
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
現
状
と
今
後
の
増
設
は
。

　

渦
生
ご
み
の
堆
肥
化
等
を
よ
り
推

進
す
る
た
め
、
回
収
拠
点
へ
の
持
ち

込
み
受
け
入
れ
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
市
内　

か
所
に
設
置
す
る

１０

ほ
か
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
イ
ベ

ン
ト
で
も
回
収
し
て
い
る
。
今
後
は

鈴
木
町
周
辺
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
実
施
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
も
食
物
資
源
循
環
事
業
で
の
堆
肥

化
等
、
現
状
の
取
り
組
み
を
一
層
周

知
し
さ
ら
な
る
回
収
を
進
め
て
い
く
。

循
環
型
社
会
へ
ご
み
減
量
、使
用
済
み

小
型
家
電
回
収
等
を
進
め
よ
う

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
等
／

１９

循
環
型
社
会
へ
ご
み
減
量
等
推
進

 
質
問　

臼
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想

審
議
会
の
市
民
公
募
委
員
の
割
合
を

５
割
に
で
き
な
い
か
。

　

渦
市
民
公
募
委
員
の
選
考
審
査
会

の
公
開
等
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と

の
連
携
が
必
要
な
た
め
４
割
の
予
定
。

　

渦
応
募
者
心
理
に
影
響
が
あ
る
可

能
性
が
あ
り
慎
重
な
対
応
が
必
要
。

 
質
問　

臼
中
央
公
民
館
な
ど
の
更
新

等
は
い
つ
ど
こ
で
誰
が
決
め
た
の
か
。

　

渦
建
て
か
え
時
の
設
計
者
の
選
定

小
平
市
第
四
次
長
期
総
合
計
画
の

策
定
に
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を

中
央
公
民
館
等
の
更
新
に
は
な
か
ま
ち

テ
ラ
ス
の
経
験
を
生
か
す
べ
き

は
、
府
中
市
の
よ
う
に
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
庁
内
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
本
部
で
協
議
後
、
市
と

し
て
平
成　

年
３
月
に
判
断
し
た
。

３０

　

渦
現
段
階
で
は
想
定
し
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
自
殺
対
策
計
画
を
含
む
次

期
健
康
増
進
プ
ラ
ン
の
策
定
委
員
会

に
遺
族
支
援
団
体
等
の
自
殺
対
策
関

係
者
を
加
え
ら
れ
る
か
。

　

渦
都
の
地
域
自
殺
対
策
強
化
交
付

金
へ
の
申
請
を
ふ
や
せ
な
い
か
。

市
長　

臼
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
現
状
の
事
業
効
果
や
市
単
独
事

業
の
必
要
性
等
を
見
き
わ
め
て
い
く
。

自

殺

対

策

の

強

化

と

遺

族

支

援

の

推

進

を

水
口
か
ず
え
議
員（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

長
期
総
合
計
画
／
中
央
公
民
館
等
の

更
新
／
自
殺
対
策
強
化
と
遺
族
支
援

 
質
問　

臼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
ど

の
よ
う
に
選
ば
れ
任
命
さ
れ
る
の
か
。

　

渦
小
学
校
区
ご
と
に
実
施
回
数
等

が
異
な
る
と
受
け
ら
れ
る
福
祉
が
違

う
が
、
市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
学
校
等
へ
の
理
解
が
あ

り
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
な
ど
総
合

的
な
調
整
役
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た

信
頼
で
き
る
人
材
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

渦
一
律
の
内
容
で
は
な
く
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
地
域
の
人
自
身
が
担

い
手
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
よ

い
取
り
組
み
な
ど
は
機
会
を
捉
え
情

報
共
有
を
図
り
充
実
に
努
め
て
い
く
。

小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

充

実

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
無
料
で
使
用
し
て
い
る
の

は
ど
ん
な
場
合
か
。

　

渦
市
民
が
使
用
し
て
い
な
い
時
間

に
、
無
料
で
部
活
動
に
貸
せ
な
い
か
。

市
長　

臼
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則

で
、
官
公
署
や
体
育
協
会
等
が
主
催

す
る
市
民
等
を
対
象
に
し
た
大
会
等

の
活
動
は
、
事
前
の
使
用
料
の
免
除

申
請
を
経
て
市
長
が
承
認
し
た
場
合

に
免
除
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　

渦
利
用
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
部

活
動
の
練
習
等
に
は
免
除
規
定
が
な

い
。
な
お
、
学
校
施
設
の
大
規
模
改

修
工
事
期
間
中
に
体
育
の
授
業
の
た

め
有
料
で
利
用
し
た
事
例
は
あ
る
。

市
立
中
学
校
部
活
動
の
市
立

グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
に
つ
い
て

川
里
富
美
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充
実
／
中
学
校

部
活
動
の
市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用

 
質
問　

臼
生
け
垣
の
繁
茂
に
関
す
る

苦
情
の
内
容
と
件
数
は
。

　

渦
所
有
者
に
よ
る
管
理
の
た
め
に

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
は
。

　

嘘
伐
採
し
た
樹
木
や
剪
定
枝
を
燃

料
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
樹
木
が
通
行
上
支
障
と
な

り
剪
定
等
の
依
頼
を
し
て
ほ
し
い
旨

の
相
談
が
年
に　
件
か
ら　
件
あ
る
。

２０

３０

　

渦
管
理
方
法
の
多
様
化
に
よ
り
作

成
は
困
難
で
あ
る
。
生
垣
造
成
補
助

制
度
の
案
内
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　

嘘
東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
の
通

知
を
踏
ま
え
堆
肥
化
し
て
お
り
燃
料

活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

良
好
な
住
環
境
の
た
め
の
生
け
垣
の

設
置
と
管
理
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
環
境
基
本
計
画
に
組
み
込
む
こ

と
に
な
っ
た
理
由
は
。

　

渦
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
は
有
効
で
は
。

　

嘘
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
の
熱
利

用
に
よ
る
発
電
量
と
活
用
の
予
定
は
。

市
長　

臼
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
、
つ
な
が
り
を
持

た
せ
て
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

　

渦
大
変
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

　

嘘
年
間
約
３
千
４
百
万
㌔
ワ
ッ
ト

ア
ワ
ー
で
あ
り
、
余
剰
分
は
売
電
し
、

一
部
事
務
組
合
構
成
市
の
負
担
金
の

軽
減
を
図
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
小
平
市
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

生
け
垣
の
推
進
と
管
理
に
つ
い
て
／

小
平
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
小
・
中
学
校
へ
の
配
布
や

教
育
の
状
況
は
。

　

渦
副
読
本
は
原
発
事
故
の
被
害
や

被
災
者
の
現
状
を
正
確
に
伝
え
て
い

な
い
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
国
か
ら
直
接
配
布
さ
れ

て
お
り
災
害
に
伴
う
人
権
問
題
を
考

え
る
際
の
指
導
の
一
助
と
し
て
い
る
。

　

渦
有
識
者
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す

る
な
ど
し
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
、

一
定
の
現
状
を
伝
え
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 
原
発
事
故
を
過
小
評
価
す
る
放
射
線

副
読
本
を
放
射
線
教
育
に
使
う
な

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行

や
学
童
ク
ラ
ブ
の
課
題
に
つ
い
て

質
問　

臼
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
勤

務
実
態
は
無
期
雇
用
と
言
え
な
い
か
。

　

渦
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
移
行

後
、
正
規
職
員
に
あ
っ
て
学
童
ク
ラ

ブ
指
導
員
に
な
い
主
な
制
度
は
。

　

嘘
学
童
ク
ラ
ブ
の
面
積
基
準
と
６

学
年
ま
で
の
延
長
の
計
画
は
。

市
長　

臼
無
期
雇
用
で
は
な
い
。

　

渦
制
度
の
詳
細
を
検
討
し
て
い
る
。

　

嘘
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
実
施
す
る
場
合
の
課
題
は
。

　

渦
利
用
割
合
の
目
標
設
定
は
。

市
長　

臼
電
気
料
金
が
高
く
な
る
。

　

渦
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

市
役
所
本
庁
舎
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

％

に

で

き

な

い

か

１００

橋
本
久
雄
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

放
射
線
副
読
本
／
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
等
／
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

 
質
問　

臼
今
後
の
武
道
館
の
利
用
者

へ
の
対
応
策
は
。

　

渦
利
用
者
の
声
、
市
へ
の
要
望
で

把
握
し
て
い
る
主
な
も
の
は
。

　

嘘
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
と
い
う
観
点
に
お
け
る
武
道
館
廃

止
に
伴
う
影
響
は
。

市
長　

臼
花
小
金
井
南
中
学
校
地
域

開
放
型
体
育
館
へ
円
滑
に
移
行
し
、

活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　

渦
武
道
館
を
で
き
る
だ
け
長
く
継

続
利
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
及

び
弓
道
場
利
用
者
の
活
動
の
場
の
確

保
の
要
望
を
把
握
し
て
い
る
。

　

嘘
一
部
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
体

花
小
金
井
武
道
館
の
一
連
の
市
の
対
応
を

通
じ
市
民
協
働
の
姿
勢
を
問
う

育
館
へ
の
機
能
移
転
に
よ
り
影
響
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。

 
質
問　

臼
現
状
の
学
区
域
の
課
題
は
。

　

渦
学
区
域
検
討
で
の
議
論
内
容
は
。

　

嘘
障
害
児
へ
の
学
区
域
の
配
慮
は
。

教
育
長　

臼
東
部
地
区
に
お
け
る
開

発
に
伴
っ
て
就
学
人
口
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
東
部
地
区
開
発
に
伴
う
就
学
人

口
増
加
に
対
応
す
る
た
め
令
和
４
年

度
か
ら
調
整
区
域
を
一
部
解
除
の
予

定
。
今
後
も
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘
特
別
支
援
学
級
の
学
区
域
は
通

常
学
級
の
学
区
域
を
踏
ま
え
適
正
規

模
や
安
全
性
等
勘
案
し
定
め
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
、ひ
と
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

通
学
区
域
制
度
を
考
え
る

松
岡
あ
つ
し
議
員
（
政
和
会
）

花
小
金
井
武
道
館
の
一
連
の
市
の
対
応
を

通
じ
市
民
協
働
の
姿
勢
を
問
う

 
質
問　

臼
修
理
・
交
換
で
使
用
で
き

な
い
遊
具
の
今
後
の
整
備
予
定
と
公

園
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
の
方
法
は
。

　

渦
問
題
が
起
こ
る
前
に
計
画
的
に

修
繕
や
更
新
を
行
う
た
め
の
方
法
は
。

市
長　

臼
天
神
地
域
セ
ン
タ
ー
公
園

等
４
公
園
の
遊
具
は
修
繕
発
注
済
み
。

東
部
公
園
の
遊
具
は
破
損
部
を
閉
鎖
。

み
よ
し
公
園
と
花
５
第
３
公
園
の
遊

具
は
撤
去
し
、
新
遊
具
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。
当
該
遊
具
の
あ
る
公
園

で
今
後
の
整
備
の
掲
示
を
し
て
い
る
。

　

渦
市
で
整
備
す
る
公
園
は
国
の
指

針
に
基
づ
き
点
検
等
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
、
公
園
の
管
理
計
画
を
策

利
用
者
が
常
に
快
適
に
楽
し
め
る

公
園
整
備
の
あ
り
方
と
は

定
し
計
画
的
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

 
質
問　

子
ど
も
の
進
学
に
当
た
り
、

家
庭
状
況
等
を
学
校
で
情
報
共
有
す

る
機
会
は
あ
る
か
。
子
ど
も
や
家
族

全
体
へ
の
継
続
的
目
配
り
は
可
能
か
。

市
長　

児
童
が
要
保
護
ま
た
は
要
支

援
児
童
に
該
当
す
る
場
合
、
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
通
じ
て
学

校
な
ど
関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
、

連
携
し
な
が
ら
支
援
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
長　

進
学
前
に
中
学
校
教
員
が

小
学
校
訪
問
し
情
報
共
有
等
し
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
配
置
で
直
接
的
支
援
を
小
・
中
学

校
を
見
通
し
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

親
に
疾
病
が
あ
る
子
ど
も
の
ケ
ア
に

ど
こ
ま
で
対
応
で
き
て
い
る
の
か

山
浦
ま
ゆ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

快
適
に
楽
し
め
る
公
園
整
備
／

親
に
疾
病
が
あ
る
場
合
の
子
ど
も
の
ケ
ア

破損部を閉鎖した東部公園の遊具



一般質問

令和元年（２０１９年）７月２８日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

 
質
問　

臼
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
の
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。　　

　

渦
工
事
期
間
中
の
安
全
対
策
の
取

り
組
み
と
周
辺
地
域
へ
の
周
知
は
。

ま
た
、
代
替
自
転
車
駐
車
場
対
応
は
。

市
長　

臼
準
備
組
合
で
は
組
合
設
立

に
向
け
た
権
利
者
の
同
意
取
得
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
順
調
に
進
ん
だ
場

合
は
元
年
度
中
に
組
合
設
立
、
２
年

度
中
に
工
事
着
工
の
予
定
で
あ
る
。

　

渦
今
後
設
立
さ
れ
る
予
定
の
組
合

と
と
も
に
十
分
な
対
策
と
丁
寧
な
情

報
提
供
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
代

替
自
転
車
駐
車
場
は
、
土
地
利
用
状

小
川
駅
西
口
地
域
の
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

況
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
公
共
交
通
網
の
総
合
的
な

見
直
し
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

渦
南
西
部
地
域
（
Ｂ
地
域
）
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
運

行
の
試
行
運
行
へ
の
移
行
条
件
は
。

市
長　

臼
南
西
部
地
域
の
交
通
体
系

が
整
備
さ
れ
た
段
階
で
総
合
的
に
見

直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
市
民
の

声
を
広
く
聞
く
な
ど
、
地
域
に
求
め

ら
れ
る
公
共
交
通
を
目
指
し
て
い
く
。

　

渦
１
日
の
目
標
乗
車
人
数
は　

人
７０

程
度
だ
が
、
移
行
に
は
柔
軟
な
判
断

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
一
体
で
の
取

り
組
み
も
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

交

通

不

便

地

域

の

課

題

解

決

に

向

け

て

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

小
川
駅
西
口
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
／

交
通
不
便
地
域
の
課
題
解
決

 
質
問　

臼
指
定
収
集
袋
を
買
い
に
行

け
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
対
応

策
は
。

　

渦 
ゼ 
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
取
り
組

※
３

む
事
業
者
を
市
独
自
の
基
準
で
認
証

す
る
制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
対
応

し
て
い
る
。
一
部
取
扱
店
で
は
指
定

収
集
袋
の
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。

　

渦
市
と
し
て
も
リ
デ
ュ
ー
ス
を
ご

み
減
量
の
た
め
の
重
要
課
題
と
捉
え

て
お
り
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
に
向

け
て
食
品
ロ
ス
に
取
り
組
む
事
業
者

家
庭
ご
み
有
料
化
、
戸
別
収
集
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

等
へ
の
新
た
な
認
定
制
度
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
訪
問
診
療
を
行
う
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
の
利
用
状
況
は
。

　

渦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
共
有

ツ
ー
ル
で
あ
る 
メ 
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ス

※
４

テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
状
況
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
９
月
実
施
の
ア

３０

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
１
か
月
当
た

り
平
均
実
人
数
が
約　
人
で
あ
っ
た
。

９００

　

渦
活
用
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
医
療
機
関
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

か
ら
は
末
期
が
ん
等
の
容
体
が
不
安

定
な
場
合
等
に
お
い
て
情
報
共
有
の

手
段
と
し
て
効
果
的
と
聞
い
て
い
る
。

在
宅
医
療
と
介
護
の
充
実
で
住
み

な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

山
﨑
と
も
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

家
庭
ご
み
有
料
化
等
の
取
り
組
み
状
況
／

在
宅
医
療
と
介
護
の
充
実

 
質
問　

臼
郵
便
で
の
不
在
者
投
票
に

係
る
要
介
護
状
態
区
分
等
の
拡
大
は
。

　

渦
期
日
前
投
票
拡
充
は
告
示
日
直

後
の
選
挙
広
報
配
布
等
が
前
提
で
は
。

　

嘘
市
長
が
議
員
を
推
薦
す
る
場
面

が
あ
っ
た
が
二
元
代
表
制
の
中
で
政

治
の
透
明
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

臼
国

の
有
識
者
研
究
会
の
提
言
は
改
正
に

向
け
国
会
審
議
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
改
正
内
容
は
選
挙
に
参
加

し
や
す
い
環
境
が
整
う
も
の
と
認
識
。

　

渦
両
者
は
切
り
離
し
て
考
え
る
こ

と
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

市
長　

嘘
市
の
行
政
に
関
す
る
内
容

市

議

会

議

員

選

挙

の

投
票
率
向
上
に
向
け
て

で
は
な
い
た
め
答
え
ら
れ
な
い
。

 
質
問　

臼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
の

根
拠
と
目
的
は
。

　

渦
各
課
が
情
報
を
掲
載
す
る
際
の

具
体
的
な
指
針
は
あ
る
か
。

　

嘘
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
市
民

参
加
・
協
働
の
取
り
組
み
の
検
討
は
。

市
長　

臼
根
拠
は
確
認
で
き
な
い
が
、

 
健 
全
で
、
進
化
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し

※
５て

を
実
現
す
る
手
段
の
１
つ
。
目
的

は
行
政
の
透
明
性
を
高
め
、
情
報
共

有
で
参
加
と
協
働
を
進
め
る
こ
と
。

　

渦
日
本
工
業
規
格
へ
の
準
拠
な
ど
。

　

嘘
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
活
用
し
市

民
参
加
拡
充
を
図
る
な
ど
し
て
い
る
。

小
平
市
の
顔
と
も
い
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

市
民
参
加
・
協
働
の
推
進
を

安
竹
洋
平
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

市
議
選
の
投
票
率
向
上
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

市
民
参
加
・
協
働
の
推
進
を

 
質
問　

臼
無
償
化
に
よ
る
保
育
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
の
見
込
み
は
。

　

渦
副
食
費
を
実
費
徴
収
す
る
と
多

子
世
帯
が
負
担
増
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
が
給
食
費
無
償
化
へ
の
考
え
は
。

　

嘘
指
導
監
督
基
準
を
満
た
さ
な
い

認
可
外
保
育
施
設
等
も
５
年
間
は
無

償
だ
が
利
用
者
を
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
ニ
ー
ズ
の
飛
躍
的
増
加
は

な
い
が
幼
稚
園
も
含
め
た
ニ
ー
ズ
の

増
加
に
影
響
が
出
る
と
推
測
す
る
。

　

渦
国
の
考
え
方
を
基
本
に
、
他
市

の
動
向
等
を
勘
案
し
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

今
後
利
用
者
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

幼

児

教

育

、

保

育

の

無

償

化

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
ご
み
減
量
、
コ
ス
ト
増
減

等
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
は
。

　

渦
ご
み
減
量
ペ
ー
ス
が
早
い
と
き

は
袋
の
価
格
の
見
直
し
等
を
前
倒
し

で
行
え
な
い
か
。

市
長　

臼
事
業
概
要
「
小
平
市
の
環

境
」
に
掲
載
し
公
開
し
て
い
る
。

　

渦
手
数
料
は
約
５
年
で
見
直
す
見

通
し
だ
が
期
間
に
と
ら
わ
れ
ず
一
定

の
減
量
効
果
等
が
十
分
に
確
認
さ
れ

た
段
階
で
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
東
京　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

２０２０

ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
検
討
状

況
と
復
興
五
輪
に
つ
い
て

家
庭
ご
み
有
料
化
等
の
目
的
、
目
標

と
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
を

竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

保
育
無
償
化
／
ご
み
減
量
の
目
標
等

可
視
化
／
オ
リ
パ
ラ
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

 
質
問　

臼
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

渦
総
予
算
に
対
し
て
、
過
去
５
年

間
の
文
化
予
算
の
割
合
は
。

　

嘘
東
京　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

２０２０

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、　

年
以
降

２０１３

の
市
の
文
化
面
で
の
対
応
と
成
果
は
。

市
長　

臼
文
化
芸
術
は
人
々
に
感
動

や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、
人
生

を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
社
会
全
体
を
活
性
化
す
る
上
で

大
き
な
力
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
民

生
活
で
日
常
的
に
身
近
に
触
れ
る
機

会
の
提
供
が
大
切
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
人
件
費
を
除
く
文
化
ス
ポ
ー
ツ

小

平

市

に

お

け

る

文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て

課
に
お
け
る
文
化
芸
術
に
係
る
予
算

の
一
般
会
計
に
占
め
る
割
合
は
、
平

成　

年
度
が
１
・
１
％
、
平
成　

年

２７

２８

度
が
１
・
３
％
、
平
成　

年
度
が
１
・

２９

０
％
、
平
成　

年
度
が
０
・
９
％
、

３０

令
和
元
年
度
が
１
・
０
％
で
あ
る
。

　

嘘
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
証
制
度
を

活
用
し
た
公
認
マ
ー
ク
使
用
に
よ
る

事
業
広
報
や
小
平
市
国
際
交
流
協
会

等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
な

が
ら
文
化
芸
術
の
機
運
醸
成
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
回
遊
型
イ
ベ

ン
ト
食
・
農
・
文
化
め
ぐ
り
ん
小
平

で
市
内
文
化
施
設
等
を
め
ぐ
り
東
京

　

大
会
を
市
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い

２０２０く
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
が
関
わ
り
な
が
ら
多

彩
な
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

山
田
大
輔
議
員
（
政
和
会
）

小

平

市

に

お

け

る

文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
鷹
の
台
駅
西
側
ル
ー
ト
の

実
証
実
験
で
浮
か
ん
だ
課
題
は
。

　

渦
今
後
の
鷹
の
台
駅
西
側
ル
ー
ト

の
再
実
証
実
験
の
予
定
は
。

　

嘘
上
水
本
町
・
一
橋
ル
ー
ト
の
設

定
に
当
た
り
、
取
り
入
れ
た
住
民
要

望
と
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
要
望
は
。

　

唄
上
水
本
町
・
一
橋
ル
ー
ト
の
実

証
実
験
が
元
年
８
月　

日
に
終
了
す

３０

る
が
、
そ
の
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

市
長　

臼
乗
車
人
数
が
当
初
の
目
標

よ
り
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
運
行
ル

ー
ト
等
の
検
討
や
周
知
方
法
の
工
夫

な
ど
が
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
現
時
点
で
は
特
に
決
ま
っ
て
い

Ｂ
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

の

現

状

を

問

う

な
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

を
考
え
る
会
と
と
も
に
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘
医
療
機
関
等
に
行
け
る
こ
と
、

十
小
通
り
の
住
民
の
利
便
性
を
向
上

す
る
こ
と
等
の
要
望
が
あ
り
考
え
る

会
で
検
討
し
ル
ー
ト
設
定
を
行
っ
た
。

小
平
第
十
小
学
校
か
ら
東
側
の
十
小

通
り
を
ル
ー
ト
に
す
る
こ
と
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
付
近
に
停
留
所
を

設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
交
通
安
全

等
の
観
点
か
ら
反
映
で
き
な
か
っ
た
。

　

唄
地
域
の
特
性
や
課
題
等
を
踏
ま

え
、
鷹
の
台
駅
西
側
ル
ー
ト
も
含
め

た
実
証
実
験
の
乗
車
人
数
等
の
実
績

な
ど
を
も
と
に
考
え
る
会
と
と
も
に

検
証
を
行
い
、
継
続
的
な
運
行
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

福
室
英
俊
議
員
（
政
和
会
）

Ｂ
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

の

現

状

を

問

う
 

質
問　

臼
公
民
館
ご
と
の
設
置
数
は
。

　

渦
設
置
さ
れ
て
い
る
市
立
公
園
の

数
は
。

　

嘘
市
立
公
園
で
の
設
置
の
基
準
は
。

教
育
長　

臼
中
央
公
民
館
に
１
台
、

小
川
西
町
公
民
館
を
含
む
西
部
市
民

セ
ン
タ
ー
に
２
台
、
仲
町
公
民
館
を

含
む
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
に　

台
の
防

１１

犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

市
長　

渦
通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
は

３
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

中
央
公
園
の
鷹
の
台
駅
へ
の
連
絡
通

路
に
あ
る
２
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
つ
な
ぐ
地
下
通

路
に
計
４
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
あ
る
。

市
内
の
見
守
り
カ
メ
ラ
の

設

置

状

況

に

つ

い

て
　

嘘
現
在
設
定
し
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
納
入
に
関
し
て
危
険
な
状

況
が
見
ら
れ
る
が
、
見
解
と
対
策
は
。

　

渦
平
成　

年
３
月
以
降
、
西
側
東

３１

部
公
園
内
通
路
か
ら
納
入
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
へ
の
今
後
の
対
応
策
は
。

教
育
長　

臼
全
て
東
側
正
門
か
ら
納

入
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
東

側
正
門
前
道
路
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

で
あ
る
た
め
通
行
許
可
証
を
発
行
し
、

歩
行
者
に
注
意
し
て
徐
行
す
る
な
ど

安
全
運
転
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
の
通
学
時
間
帯
の
状
況
を

踏
ま
え
た
上
で
、
児
童
の
安
全
確
保

を
優
先
し
た
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

小

平

第

五

小

学

校

の

給
食
食
材
納
入
に
つ
い
て

比
留
間
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

市
内
見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
／

小
平
第
五
小
学
校
の
給
食
食
材
納
入

※
１　

量
の
見
込
み
と
は

　

計
画
期
間
の
各
年
度
に
お
い
て
、

施
設
や
事
業
を
利
用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
人
数
や
件
数
の
こ
と
。

※
２　

繰
出
金
と
は

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
ま
た

は
特
別
会
計
相
互
間
等
に
お
い
て

支
出
さ
れ
る
費
用
の
こ
と
。

※
３　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は

　

無
駄
や
浪
費
、
ご
み
を
な
く
す

こ
と
。
出
て
き
た
廃
棄
物
を
ど
う

処
理
す
る
か
で
は
な
く
、
そ
も
そ

も
ご
み
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に

す
る
考
え
方
。

※
４　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は

　

医
療
関
係
者
や
介
護
関
係
者
間

等
に
お
い
て
、
時
系
列
で
の
表
示

形
式
に
よ
る
情
報
共
有
が
で
き
る

完
全
非
公
開
型
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
こ
と
。

※
５　

健
全
で
、
進
化
す
る
ま
ち

と
は

　

こ
だ
い
ら　

世
紀
構
想
、
小
平

２１

市
第
三
次
長
期
総
合
計
画
基
本
構

想
に
お
い
て
、
目
標
と
し
て
い
る

５
つ
の
将
来
都
市
像
の
１
つ
。
都

市
と
し
て
進
化
す
る
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

 　

本
会
議
や
委
員
会
は
定
員
の
範
囲

内
で
傍
聴
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方

市
議
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か

は
市
役
所
７
階
の
議
会
事
務
局
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
当
日
の
午
前

８
時　

分
か
ら
受
け
付
け
を
し
て
い

３０

ま
す
。
所
定
の
手
続
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
傍
聴
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。
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令和元年（２０１９年）７月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

 
《
小
学
３
年
生
》

○
５
月　

日　

十
三
小　

人

３１

５５

○
６
月　

日　

十
二
小　

人

１１

９２

九
小　

人
７５

○
６
月　

日　

十
一
小　

人

１２

１２４

○
６
月　

日　

八
小　

人

１３

８８

五
小　

人
１１８

○
６
月　

日　

花
小
金
井
小　

人

１４

９４

六
小　

人
９５

○
６
月　

日　

学
園
東
小　

人

１８

６２

○
６
月　

日　

十
小　

人

２０

１１２

三
小　

人
１０７

○
６
月　

日　

一
小　

人

２１

７６

鈴
木
小　

人
４４

○
６
月　

日　

四
小　

人

２５

７５

十
五
小　

人
７９

○
７
月
１
日　

二
小　

人
９８

○
７
月
５
日　

七
小　

人
１０９

 　

改
選
に
伴
い
、
本
号
か
ら
は
新
し

い
広
聴
広
報
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
の
も
と
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

 

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX 議
場
見

議
場
見
学学

あ
と
が

あ
と
が
きき

 

２４日　世話人会議
 

７日　幹事長会議
８日　初顔合わせ会
１０日　幹事長会議
１３日　新議員研修会（１５日まで）
１６日　幹事長会議
２０日　５月臨時会
２１日　狛江市議会議員視察来庁（公

共交通「コミュニティタクシ
ー」について）

２４日　三多摩上下水及び道路建設促
進協議会総会

２７日　幹事長会議
２９日　小平・村山・大和衛生組合議

会臨時会
３０日　議会運営委員会
 東京都三多摩地区消防運営協

議会通常総会
 

４日　６月定例会初日

4　　月

5　　月

6　　月

４日　正副委員長協議会
５日　６月定例会２日目（一般質問）
６日　６月定例会３日目（一般質問）
７日　６月定例会４日目（一般質問）
１１日　総務委員会
１２日　生活文教委員会
１３日　厚生委員会
１４日　環境建設委員会
１８日　広聴広報特別委員会
１９日　都市基盤整備調査特別委員会
２０日　公共施設マネジメント調査特

別委員会
２４日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
２８日　６月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

２日　小平・村山・大和衛生組合議
会行政視察（山梨県笛吹市、
長野県長野市　３日まで）

１６日　広聴広報特別委員会

7　　月

議 会 日 誌
4月24日～7月16日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌

傍　聴　席　(60席)

議長席

演壇

理事者席 理事者席

6
安竹

5
中江

4
佐藤（徹）

3
橋本（孝）

15
川里

14
伊藤

12
幸田

25
吉本

24
橋本（久）

23
津本

22
山岸

8
山浦 7

山﨑
18

鈴木（だ）
17

さとう（悦）
16
竹井

28
細谷 27

きせ 26
小林

2
福室

1
水口

11
比留間

10
山田

21
松岡

19
小野

9
鈴木（洋）

20
磯山

13
　川

　会派は、政策を中心とした理念を共有する議員で構成されています。小平市議会では、
議会基本条例第４条で議会活動を行うため、会派を結成することができると定められて
います。２人以上の議員をもって会派を構成することができます。 ○＝幹事長

議 場 議 席 図議 場 議 席議 場 議 席 図図会 派 の 構 成会 派 の 構会 派 の 構 成成

  政和会（７人） 
○小野　高一　磯山　　亮　鈴木　洋一
　比留間洋一　福室　英俊　松岡あつし
　山田　大輔
  フォーラム小平（４人） 
○小林　洋子　川里　富美　竹井ようこ
　吉本ゆうすけ

 《無会派》
  まちづくり市民こだいら（１人） 
　水口かずえ

  市議会公明党（６人） 
○津本　裕子　 川　　浩　佐藤　　徹
　橋本　孝二　山岸真知子　幸田　昌之

  一人会派の会（４人） 
○伊藤　　央　中江　美和　橋本　久雄
　安竹　洋平

  日本共産党小平市議団（３人） 
○細谷　　正　きせ恵美子　鈴木だいち

  生活者ネットワーク（３人） 
○さとう悦子　山浦まゆみ　山﨑とも子

「市民と議会の意見交換会」を開催します

日　程　８月４日（日）午前10時から正午まで
場　所　中央公民館２階　ホール
内　容　６月定例会の報告のほか、市政全般についてグループに

分かれての意見交換
費　用　無料
定　員　60人程度

※当日会場へ（先着順）
問合せ　議会事務局　☎042（346）9566

※磁気ループ設置・手話通訳あります。（申込不要）

小平警察署小平警察署 小平市役所小平市役所

中央図書館中央図書館 小平市健康福祉
事務センター
小平市健康福祉
事務センター

小平市
健康センター
小平市
健康センター

青梅街道青梅街道

たかの街道たかの街道

新小平駅新小平駅

JR
武
蔵
野
線

JR
武
蔵
野
線

青梅街道駅青梅街道駅

西
武
多
摩
湖
線

西
武
多
摩
湖
線

中央公民館

西武多摩湖線「青梅街道駅」より徒歩３分

　

小
平
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
議
会
中
継

　

本
会
議
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
録
画

映
像
は
会
議
日
の
３
日
後
か
ら
配
信

を
開
始
し
、
次
の
定
例
会
の
前
日
ま

で
の
間
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

　

本
会
議
や
委
員
会
で
の
発
言
は
会

議
録
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
当
シ
ス
テ

ム
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
会

議
録
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
市
議
会
だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版

　

年
４
回
発
行
し
て
い
る
市
議
会
だ

よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
形
式
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

５
月
、
８
月
、　

月
、
２
月
の
年

１１

４
回
、
目
の
不
自
由
な
方
に
音
声
に

よ
る
市
議
会
だ
よ
り
（
カ
セ
ッ
ト
版

ま
た
は
デ
イ
ジ
ー
版
）
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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FAX 音
声
市
議

音
声
市
議
会会

だ

よ

だ

よ

りり

市

議

市

議

会会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジジ

小平市非核都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願
いである。しかし、核軍備拡大競争
及び通常兵器の軍備拡大競争は一段
と激化し、世界各地で武力紛争が絶
え間なく続き核戦争の脅威が迫って
いる。
　我が国は、世界唯一の核被爆国で
あることにかんがみ、小平市議会
は、すべての国の核兵器に反対し非
核三原則を堅持し、人類永遠の平和
のため努力することを決意し非核都
市を宣言する。

昭和58年３月３日
小平市議会

※この宣言は、昭和58年３月定例会に
おいて議員から提案され全会一致で
可決されたものです。

あたらしい議会に声を届けてください

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
病
気
見
舞
い

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす

　　市議会改選後、初めての意見交換会を開催します。
　たくさんの方からご意見やご提案をいただきたいと考えています。
　ご参加をお待ちしています。
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